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Approach to the environmental theory of architecture:

A new viewpoint of the Renaissance of the city in the future
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 The purpose of this paper is the same as that of the No. 01 Applied Sociology Research Review — to 

consider the importance of environmental theory of architecture and to shape the author's future 

research project. To clarify this new concept, the traditional definition of the theory of architecture is 

explained together with the problems associated with it. One of the main issues is the fact that 

architectural theory has tended to focus on the buildings themselves and not on the whole system 

encompassing human beings, buildings, and their surroundings. In other words, the new theory, the 

environmental theory of architecture, is defined as "the theory that aims to systematically understand 

physical structures in their environment as a whole and the essence of that environment." Then, 

experimental projects are introduced in order to demonstrate how students show their insightful 

attitudes toward the environment around them. The students rediscovered the intrinsic value of their 

hometowns and the shops in the surrounding areas. In this paper, all considerations of the importance of 

the environmental theory of architecture are from the sentence: "What is the meaning of the existence of 

being in the  house"  ? From this approach, I was able to find very important ideas regarding the 

environmental theory of architecture. One of them is the relationship between everything.
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序(注 一1)

本年、2011年3月11日 、観測史上最大級の

東 日本大地震が発生 し、大 きな被害を関東 ・東

北地方に与えました。地震による被害と津波に

よる被害がとてつもない現実を我々に突き付け

たように感じます。

今、 日本全体 にその影響が出てきています。

私事ですが、思い出しますと1995年1月17日

発生の阪神淡路大震災の前 日、私は赴任予定の

日仏モニュメン ト現場周辺 を家族 と巡 り、16

日晩に大阪の自宅に帰宅してお りました。地震

発生の翌早朝の報道によるめざめは今でも、忘

れる事ができません。阪神淡路大震災と名付け

environment, relations

られたその震災は400年 に一度の地震だと言わ

れました。16年 がたって、ようや く落ち着い

てこの地震についても私は語れるようになりま

したが、まだまだ、生々しい記憶が重なる人々

もいます。そんな中で東 日本大地震は起 こりま

した。

今、復興へ向けて様々な方向より、東北へ向

けて支援の手が向けられています。このような

事態の中で私は考えました。設計事務所で勤務

した30年 の経験から、そ して、常に頭 にあっ

た建築論 との分野から、これらの復興の動 きの

中において思索 し貢献できることが可能な事柄

を発見できないかと……。もちろんその方向は
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建築を志 して以来、模索 してきた建築設計活動

と森田先生 より続 く建築論の再考の交差点上で

と考えました。

環境 をめ ぐって、紀要NO1に 寄稿 しまし

た。

「からだが家の中にあるというのはそういう

ことだ」という鷲田清一著 「身振 りの喪失」よ

り環境 とは、そして、それを建築論のこれから

の視点 と合わせ、まだまだ不十分なが ら、「環

境建築論」ということを定義付け、方向性を仮

定し、一考察を及ぼしました。

最終的には環境建築論の目指すべ きところが

時代が求めている緊急課題である 「環境」に総

合的な視点を与える可能性があるという事を発

見しました。

今回はこの環境建築論の前半の部分をもう一

度、深 く考えてみたいと思い寄稿 しました。環

境建築論の概要構戒 を反省 と製作あるいは実践

とすると前半の反省について一考察を展開した

いと考えた次第です。

もう一度 「身体が家の中にあること」という

一文に戻 り、その文章の意味するところを考え

てみます。「からだが」とは何かあるいは 「家」

とは何か、そして 「中に」とは何かについて慎

重に反省をしたいと思います。その上で 「から

だが家のなかにあるというのはそうい うこと

だ」という一文がどのような状況をさしている

のか を考えたいと思い ます。様 々な状況が浮

かんできます。まずは文中の 「からだ」につい

て、そして 「家」について、そして 「中」につ

いて、反省したいと思います。

1考 察の目的

私の総合社会学部での専門は環境です。そし

て 「都市 ・まちづ くりコース」を担当していま

す。序でも記載 したように始 まりは建築からで

す。今、成熟 した日本では、今 までの諸学の各

分野での発展のみならず、その総合化あるいは

統合化への視点が叫ばれています。もしくは各

分野の諸学 は、成熟期 に入 った日本社会の複

雑化 ・世界化そして、TPP交 渉への参画表明、

CO2削 減の協議等 を含め海外諸国 との協議 ・

提携 を余儀なくされている日本の世界での役割

変化等の地球規模での変動のため、その目標 を

見失いつつあるとも言えます。

この一考察の目的はもちろん環境建築論 をめ

ぐって環境 という視点より建築論の可能性 を見

つける事ですが、一番、重要な目的は、このよ

うな時代背景の中、総合社会学部へ進学 した学

生 と建築 ・都市 ・まちづ くりの視点を発見する

考察の始 まりとすることです。そして、私のこ

れからの研究対象の絞 り込みの第1ス テップと

することです。

五 考察の進め方

考察の進め方は、すべてが

「からだが家のなかにあるというのはそうい

うことだ。」

という一文にあるという仮定のもとにこの一文

から様々なことを考え、反省 し、そしてそれら

を通 じてある何か方向性ある考えにたどりつく

ことです。では、この一文 よりはじめたいと思

います。

先 の紀要NOIで の一考察では、最終 的に

は、常に反省 と思索の両輪にて考えを進めるべ

きとした建築学の一分野である建築論が正に、

その早々より環境への視点を持っていたことの

慧眼性 を発見 し、そのことの重要性 を論 じ、環

境建築論 を定義 しました。森田慶一先生著 「建

築論」において、下記の記載があります。

「現代建築は、それが抱える複雑な用にか ま

けて、 しばしば、この用の原点、必然性 を

忘れがちであ り、意識せずに済ませている。

しか し、それは建築の進歩の名の下に無視

されてよい ものではない。建築による複雑

化 した人工環境の造成が人間の生存 とどの

ようにかかわり合うか、 これが現在問われ

るべき建築論のひとつの課題である。」

(*-1)

この一文より、「建築論の一つの課題」 と明

記 された 「建築の複雑化 した人工環境の造成が

人間の生存 とどの ようにかかわ りあうか」、 こ

のあたりのことから論 じてみたいと考えます。

下図に表現 した 「からだが家の中にあるとい
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うこと」と 「建築により複雑化 した人工環境の

造成」、そ して 「人間の生存」とのかかわりか

ら、大変に楽しい考察が開始できるように私は

感じます。

下図の円はそれを表現 しています。

図一1考 え の全 体 像 イ メ ー ジ

まず 、 そ れ ぞ れ の 文節 よ り始 め ま し ょ う。 そ

れ は 一 文 を、 文 節 に 沿 い 分 解 し、 「か らだ が 」

と 「家 の 中 に 」 と 「あ る とい うの は」 そ して 、

「そ うい う こ とだ 」 の そ れ ぞ れ を 反 省 し、 そ の

後 、 「か らだ が 家 の 中 に あ る とい うの はそ うい

う こ と だ」 と の 全 文 を考 え た い とす る もの で

す 。 図示 す れ ば 下記 の よ うに な ります 。

図一2考 え方の構図

ところで、建築論 と同じく、あるべ き将来の

建築設計を模索 した京都大学 ・門内教授他が環

境 という視点より日本建築学会にて研究をつま

れた 「人間一環境系のデザイン」という報告書

があ ります。研究の目的は明快で下記 と謳われ

ています。

「人びとの 日常生活とそれが展開している場

所の形成 ・維持 ・更新に必要な知識 ・方

法 ・実践 にかかわる人間一環境系デザイン

の方法論 を研究することが本書の目的であ

る。」(*-2)

そして、この報告書は最終的に建築計画学の中

での位置づけをはっきりと認識 し、人間一環境

系デザインの主張 として、下記のように述べて

います。

(1)空 間が生活を援助すること

(2)空 間が生活要求を喚起すること

(3)環 境が働 きかけ(ア フォーダンス)を

おもくみること

(4)人 間一環境系の多様な関係の時間的移

行を許容する空間を実現すること

(*-3)

この主張は反省 と製作 を両輪 とする建築論の

将来へのパースペクティブを見つけたいという

私の最終 目標に大変に参考になる方法論 として

今後、参考になると考えています。また、環境

建築論の目標である反省 と製作、そして実践 と

いうアプローチに大変に近い目的と考えられま

す。では、考察 を始めましょう。

皿 存在へ

皿一1「 からだが」

「か らだが」はからだを主語にその位置を表

現 しています。どのような場所にからだがある

かを示す序文です。からだ、身体 と言われると

精神あるいは心 という言葉が浮かびます。から

だと精神は一体であるとか、別であるとかいわ

れます。さて、ここで言 うからだはどのような

からだと考えるべ きでしょうか。からだがから

だのみをさし、精神は別なのでしょうか。しか

し、すぐにわかることではありますが、からだ

のみであるという状況を我 々は感 じることは

できません。こころのみであるという状況は

ひょっとしたら、寝ている時の夢 を見ている状

況等であるのかもしれませんが、からだだけの

認識はとても無理なようです。

この事はこころのからだへの優位性 を示す も

のか、もしくは絶対性 と呼ぶべ きか。また、こ

ころは永遠に続 くとも言われます。確かにから

だは土の中か、あるいは日本では火葬が主です
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ので、灰 とな ります。

ただ一方で、朦朧 としてからだだけが浮遊 し

ているという状況もよく語 られますのも確かで

す。この状況は無意識の状況です。どのように

解釈すべ きで しょうか。文中の主役 はもちろ

ん生存者です。グループホームの訪問者です。

しっか りとして意識 をもって、このグループ

ホームに立ち寄った方々です。

「からだが」 と言われたときに、文中でのそ

の後の展開から言えば、か らだのみで もな く、

こころのみでもな く、からだとこころをとりあ

えず別 と考えて も、 この 「か らだが」はいっ

しょに、もしくは分ける事はできない一体 と考

えるべ きではないでしょうか。

人間はとても平常な状況の中で生 きていると

いわれます。そのことはホメオステイシスと呼

ばれています。恒常性です。昆虫等の変温動物

と比較 して恒温動物 とされる由縁です。体温 ・

あせ……等の数値が動物の中で際立って小 さい

範囲の中にあ ります。

文中の主役は心静かな平常な状況であること

に間違いありません。興味深 く、大 して改修 も

せずにグループホームとして使用 している建物

を、機会あって訪問したのです。

このような状況 を考えると 「か らだが」に

は、心あるいは精神が極めて常識的には意識下

にて、か らだと心、あるいは精神が共にあ り、

ごく普通の平穏な一体的状況であると考えてよ

いと思います。

では、そのような 「からだが」次は 「家の中

に」と続 きます。これはどのような事でしょう

か。

皿一2「 家の中に」

「家の中に」 をさらに 「家」という意味 とそ

の 「中」 という風に分けて考えてみましょう。

まずは家です。

我々が家という時、その大変に物理的な構造

物 をさして家というでしょうか。家ということ

ばの語源は下記のように言われています。

・居住用の建物。うち
・同じ家に住む人々の集合体

・代 々伝 え て きた家 、 また は そ うみ られ る も

の

・家 の状 態

・在 家 、俗 世 界

・小 さな道 具 類 を入 れ る箱(*-4)

様 々 な家 が あ り ます 。語 源 の発 生 的 な歴 史 も

あ る で し ょ うが 、我 々 が家 とか うち とか仮 定 と

使 え分 け て い る 日常 会 話 で もそ の文 脈 で結 構 な

差 が あ る こ とが わ か り ます 。家 の指 し示 す の も

の は様 々 な の です 。

建 築 論 の 中 で の 建 築 の 定 義 も様 々 で す 。 建

築 、 ア ー キ テ クテ ユ ア ー は語 源 的 に前 記 の建 築

論 で 、下 記 で定 義 され て い ます 。

「こ の建 築 と い う語 お よ び そ れ の抱 懐 す る包

括 的 な観 念 が わ が 国 にお い て 成 立 した の は、

比 較 的 新 し い こ と で あ る 。 お そ ら く今 か

ら百 年 の ほ ど も以 前 、 幕 末 か ら明 治 にか け

て 、 西 洋 の 文 物 が 急 激 に移 入 さ れ た 時 、 ラ

テ ン語 のarchitecturaに 由 来 す る ヨ ー ロ ッ

パ 語 を翻 訳 す る 必 要 に 迫 ら れ て 「建 築 」 の

語 が 案 出 さ れ た の で あ ろ う。 西 洋 で は、 こ

のarchitecturaの 語 で い い 表 わ せ る包 括 的

な観 念 が 、 既 に古 典 古 代 に 成 立 して い た の

で あ る 。 も っ と も、 こ の古 代 ロ ー マ 人 が 思

念 して い たarchitecturaな る 概 念 は、 単 に

「建 物 を建 て る術 」 よ り もっ と広 い 内容 を含

ん で い て 、 土 木 技 術 ・機 械 技 術 ・造 幣 技 術

な どの い わ ゆ る 大 技 術 、 す な わ ち 高 度 な知

識 を必 要 とす る 技 術 一 般 、 を含 ん で い た の

で あ る が 、 そ の 第 一 に位 す る の は 、 や は り

建 物 を造 る技 術 、 建 築 術 、 だ った の で あ る。

そ して 、 そ れ が ル ネ サ ンス 以 降 お お よ そ建

物 を建 て る術 一 本 に絞 られ て い っ て 、 今 日

に及 ん で い る の で あ る 。 こ う して 、 現 在 、

わ れ わ れ は、 ヨー ロ ッパ の 歴 史 の 中 で 成 立

したarchitectureな る こ の包 括 的 な観 念 を

受 け入 れ なが ら、 「建 築 」 を考 え て い る の で

あ る。」(*-5)

しか しな が ら、大 した改 修 も されず に グ ル ー

プ ホ ー ム と して使 用 され て い る家 は用 途 が変 更

され て い る とい う こ と よ り、 た だ単 に雨 露 を し

の ぐ木 造 の家 とい うの で は な い の で は な い か と
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考えるのが自然です。その場にいる人々、音 ・

熱等の環境の諸元がある方向性 をもった空間、

雰囲気 を持つ空間を予想 させ ます。そのことが

「家」であ り、「家の中に」の中ということが示

しているのではないでしょうか。外ではな く中

に……この時の中とは一体的とか、まった く重

なってとか、大変に良好な 「身体」と 「家」の

関係 を予想 させ ます。身体 と心がごく普通の平

穏で一体的な状況とした 「身体が」は単に物理

的な家ではな く、ある方向性 をもつ 「家の中

に」あるのです。

次は 「あるということ」とはどのような事で

しょう。

皿一3「 あ る とい う こ と」

「あ る とい う こ と」 は 存 在 す る と い う こ と

と言 っ て い い で し ょ う。 存 在 す る こ と とい う

こ と は 、 存 在 論 と して 古 くか ら の 哲 学 上 の

命 題 で す 。 ドイ ツ 語 のontologieラ テ ン 語 の

ontologiaで ギ リシ ャ語 の 「存 在 す る も の」 の

「オ ン」 と 「理 論 」 を意 味 す る 「ロ ゴス 」 か ら

存 在 論 は語 られ ます 。 あ る こ とだ け で は な くそ

の あ り方 も含 む と考 え られ た の で し ょ うが 、 た

だ し、本 論 は存 在 論 に つ い て の み 考 察 す る の は

主 旨で は あ りませ ん 。 「あ る とい う こ と」 を こ

の 一 文 の 文脈 よ り考 え よ う とす る もの で す 。

「… が あ る」 と 「で あ る 」 は 違 う こ との よ う

で す 。 「… が あ る」 は 何 か極 め て 意 識 的 な現 実

的 な状 況 、 一 瞬 の 奇跡 的 な今 を 表 わ して い る よ

う に私 は 感 じま す 。 「… が あ る」 は 第3者 で あ

る観 察者 が 自分 とは 違 う何 か の状 況 を 指 し示 す

事 を指 して い ます 。 そ れ に対 面 して い る の は、

私 で す 。 「あ る とい う こ と」 は 主 語 で あ る何 か

が そ の 時 、 そ の場 所 で 奇跡 的 に存 在 す る状 況 を

示 して い る と考 え て よ さそ うで す 。

皿一4「 そ うい う こ と だ」

「そ うい う こ とだ 」 は あ らた め て 文 中 の は じ

め の あ た り を探 る 必 要 が あ り ます 。 文 中 に は 下

記 と記 載 され て い る 。

「和 室 の 居 間 で た っ た ま まで い る こ と は 「不

自然 」 で あ る。 「不 自然 」 で あ る の は、 い

う ま で も な く、 人 体 に と っ て で は ない 。 居

間 とい う空 間 に お い て で あ る。 居 間 とい う

空 問 が 求 め る挙 措 の 「風 」 に、 立 っ た ま ま

で い る こ と は合 わ な い。 高 み か ら他 の ひ と

た ち を見 下 ろ す こ とは 「風 」 に 反 す る。 だ

か ら、 い た た まれ な くな って 、 腰 を下 ろす 。

これ はか らだ で 憶 えて い るふ る まい で あ る。

か らだ が ひ と りで そ ん な ふ う に動 い て し ま

う○」(*-6)

こ の グ ル ー プ ホ ー ム を 訪 問 した 女 性 は、 和

室 の 今 で た っ た ま ま で い れ ず 、 お も わ ず 腰 を

お ろ して い た とあ り ます 。 こ の お も わ ず 腰 を

お ろす とい う事 を さ して 「か らだ が家 の 中 に あ

る 。」 と言 っ て い ます 。 そ して 、 あ る い は、 居

間 とい う空 間 が 求 め る挙 措 の 「風 」 と指 摘 して

い ます 。 また 、 か らだ が憶 え て い る ふ る まい で

あ る と述 べ て い る こ と も重 要 です 。 か らだ が ひ

と りで そ ん な よ うに 動 い て し ま う の で す 。 「あ

る とい う こ と」 の分 析 で あ っ た意 識 的 な方 向性

で は な く、 ご く 自然 に 、 あ る い は無 意 識 に この

よ うな行 動 が と られ る の です 。筆 者 は そ れ を空

間 で あ る とい い 、空 間 が挙 措 の 「風 」 を持 っ て

い る と指 摘 して い ます 。 そ の上 、 か らだ が 自然

に動 い て し ま う と指 摘 し、 あ た か も魔 法 の よ う

な仕 掛 け が あ る よ うに記 述 して 、 そ れ らす べ て

の事 が 、現 象 が 、何 も改 修 も して い な い グ ル ー

プ ホ ー ム に あ る こ との重 大 性 を訴 え て い る の で

す 。 これ は ど うい う こ とで し ょ うか 。考 察 を進

め ま し ょ う。

皿一5「 か らだ が家 の 中 に あ る とい うこ とは

そ うい う こ とだ 」

「か らだ が 」 と 「家 の 中 に 」 と 「あ る と い う

こ と は」、 そ して 「そ う い う こ と だ」 の そ れ ぞ

れ に つ い て一 考 察 を及 ぼ し ま した 。 もち ろ ん文

中 の事 です の で 、 そ れ ぞ れ が意 味 す る と ころ は

文 中 で の 限 られ た意 味 で し ょ うが 、 で きる だ け

広 く考 え る よ うに した い と思 い ます 。

で は 、今 、 この一 文 「か らだ が家 の 中 に あ る

とい う こ とは そ うい う こ とだ」 を考 え て み る事

は 、 い っ た い ど うい う こ とな の で し ょ うか 。

た と え ば 、 「か らだ が 家 の 中 に な い と は そ う
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いうことだ」 と比較 してみ ましょう。「ある」

と 「ない」の差です。また、「か らだが家の外

にあるというのはそういうことだ」はどうで

しょうか。「ない」と 「外」との差です。当り

前ではあ りますが、気がつ くのは 「家の中にな

い」あるいは 「家の外にある」という言葉のつ

なが りがとても不 自然に聞こえる事です。この

ことは何 を指 しているのでしょうか。今 まで、

考察を進めたきたそれぞれの言葉ですが、少 し

でも変形すると違った感じを与えるのはどうし

てなのでしょうか。極めて一般的とも言えます

し、何かおかしいと多 くの人は指摘するでしょ

う。しかし、家の指し示すことは広範です。は

た して必ずおか しいと言え きれるので しょう

か。

私の考察の主眼は環境について考える事で

す。そして、その環境 ということを建築論の中

で考えてみて、発展的な何か将来の実践的な方

向を見つけたいとの主旨です。一文を変えた時

の感じ方の違いは、それぞれの言葉の関係が変

化することではないでしょうか。

そしてその関係 という事が、とても大切であ

ることを指 し示 しているのではないで しょう

か。現実に存在する家の他、人、犬、猫などそ

れぞれは主体的な存在 と言えるでしょうか、そ

の一瞬での存在です。ある意味で奇跡的に、そ

の一瞬、物理的 ・生物的…な交差の真ん中にい

るのではないでしょうか。それが存在です。

簡単ではありませんが、一文の考察は存在の

意味と存在の関係 ということで言えば、その関

係にこそ優位があることを示 していると言えま

す。その場にいる人と人、人と人々あるいは人

とそのほかのものとの関係の方が重要なことな

のではないでしょうか。なんとも当たり前のこ

とかもしれませんが、ここで私が一考察を及ぼ

した内容は 「関係」こそ、主たる命題であるこ

とを指しているのです。

もとより人間から始まるこの一考察ですが、

環境 と言う広い概念にその考えを及ぼす時、主

体であるそれぞれの物、事 よりもその関係 こそ

が重要であ り、また、興味深い命題 となると考

えられます。それぞれの事のみの考察には、限

定的で固定的な考えが重要な要素 となり、今回

の考察で目指 している将来的 ・発展的な建築論

のパースペクティブの対象 とは注意深 く、区別

する必要があるように、今 までの一考察が示 し

ていると考えられます。重要なのは 「関係」な

のです。

それは、よく言われる見る人、見 られる人と

いう区別をして、現実 を問う時そのまなざしの

みが存在であり 「見る人、見 られる人はあくま

でも仮想である。」 とせざるを言えないという

現象学の命題に繋がるものかもしれません。

]V「関係」から 「環境」へ

本論の課題は下記です

「環境建築へ」向けて

かなり、今 までの考察から離れていると感 じ

るかもしれませんが、私の一考察の最終 目標が

極めて実践的な考察の手法の発見にあるためで

す。これはまた、いまだに建築論の初期の段階

で指摘 されているそのひとつの役割である先に

あげた下記に明確な回答 を出していない状況 と

私には思えるからです。

「現代建築は、それが抱える複雑な用にか ま

けて、 しばしば、この用の原点、必然性 を

忘れがちであ り、意識せずに済ませている。

しか し、それは建築の進歩の名の下に無視

されてよい ものではない。建築による複雑

化 した人工環境の造成が人間の生存 とどの

ようにかかわり合うか、 これが現在問われ

るべき建築論のひとつの課題である。」

(*-1)

大変に大 きな課題ですが、各文節 より開始 し

た反省は全体の文節の中での位置が大変に大事

なことがわかりました。「関係」、これはわれわ

れの在 り方がひとつひとつの存在から、関係性

にその重大な位置 を移 しているか、 もしくは、

当初 よりその関係 こそが重要であったのだとい

うことを指 していることもわかりました。

V環 境建築論へ

環境 建築論は私の最終 の 目標 です。紀要

NOIで 環境建築論を最終的に下記 にて定義 し

一66一



「環境建築論」へ向けて

ま し た 。

「環境 とい うものをできるだけ全一的に捉

えて、 その本質 を明 らかに しようと理論的

な体系的考察」

森田先生の建築論 を発展的に環境建築論 とし

て建築論の将来へのパースペクティブを発見で

きる展 開ある分野 と考えた次第です。ちなみ

に、参考ではありますが、現在の近畿大学総合

社会学部での環境建築論の現在のシラバスでは

下記 とされています。

「環境共生」について、その満たすべ き基

本的要件 として 「低環境負荷」「親 自然性」

「健康 ・快適性」の3つ がある。本講義では、

「低環境負荷」については、建築 ・地域 ・都

市 における省資源 ・省エネルギーの工夫や

地域環境に調和 した建築のあ り方について、

「親 自然性」については緑化手法や自然環境

保全手法 について、「健康 ・快適性」につい

ては室内環境の安全やアメニティーについて

の知識を習得する。」(*-7)

V【 結語

今回の一考察である 「か らだが」、「家の」、

「中に」、「あるということ」の反省は環境建築

論についての始 まりの考察です。それらが 「か

らだが家の中にあるということはそういうこと

だ」と連携 した時に、我々が考える情景が 「関

係」という大変に重要な視点を与えて くれまし

た。

「身振 りの喪失」の中ではそれは行動として

「挙措の風」 として吹 き、訪問 した主人公にご

く自然に座るように促 しました。

「環境建築論へ」 とした この一考察ですが、

今後、この考えを進め、後半の考察を実施 して

研究を重ねたいと考えます。

そ して、「環境」 とは何かについて諸先輩の

研究を概観 した上で実証的な検証 も経て、回答

を見つけたいと考えます。「関係」へ とい うの

が、ひとまず、今の回答 としたいと思います。

(注一1)本 稿は研究ノー トとして、今回の紀

要に寄稿 したものである。身体論、家の概念等

を考察 した既往論文 ・著書 との関係は今後、明

確 としたい。もちろん、そのことが自らの考え

のはじまりに寄与することを確認 して参考 とし

ていきたい。

脚 注

(*-1)

(*-2)

(*-3)

(*-4)

(*-5)

(*-6)

(*-7)
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